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（財）財務会計基準機構会員 

平成１８年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 
                                                                平成 18 年 1 月 31 日 

上場会社名 株式会社ファンケル （コード番号：4921 東証第１部）

（ＵＲＬ http://www.fancl.co.jp/ ）   

問 合 せ 先      代表取締役社長執行役員        藤 原 謙 次                  ＴＥＬ：（045）226 －1200 

              執行役員管理本部長        芝  正 二 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
    （内容） 

◎固定資産の減価償却の方法 
(1)有形固定資産･････････年度見込額のうち当四半期分を計上しております。 
(2)無形固定資産･････････年度見込額のうち当四半期分を計上しております。 

◎法人税等の計上基準････････法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。
◎その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続きを用いております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成 18 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 17 年 4月 1日 ～ 平成 17 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年 3 月期第 3四半期 72,050    8.8 7,580   100.4 8,015   101.4 4,507   214.2

17 年 3 月期第 3四半期 66,251    3.3 3,783  △53.5 3,979  △52.6 1,434  △64.6

(参考)17 年 3 月期 87,937 5,428 5,490 1,709 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

        円  銭        円  銭 

18 年 3 月期第 3四半期 211.30  209.29 

17 年 3 月期第 3四半期   67.40 － 

(参考)17 年 3 月期   80.29    80.23 

 (注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 

当第 3四半期のわが国経済は、企業収益の改善、民間設備投資の増加などから緩やかな回復傾向にあ

ったものの、個人消費の本格的な改善には至りませんでした。 

化粧品業界は、スキンケア製品が好調に推移し、堅調な伸びを見せております。 

健康食品業界は、「コエンザイムＱ10」や「α－リポ酸」などのブームにより、市場の拡大、競争の

激化が顕著となっております。 

 

当第 3 四半期の売上高は、主力事業である化粧品関連事業、栄養補助食品関連事業が店舗販売を中

心に好調に推移したことにより 72,050 百万円（前年同期比 8.8％増）となりました。 

利益面では、増収効果と広告宣伝費の効率化を図ったことにより、経常利益は 8,015 百万円（前年

同期比 101.4％増）、経常利益率は前年同期より 5.1 ポイント上昇し 11.1％となり、四半期純利益は

4,507 百万円（前年同期比 214.2％増）、四半期純利益率は前年同期より 4.2 ポイント上昇し 6.3％とな

りました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

18 年 3 月期第 3四半期 83,611 70,375 84.2 3,281.58 

17 年 3 月期第 3四半期 78,245 65,931 84.3 3,098.15 

(参考)17 年 3 月期 79,416 66,203 83.4 3,111.15 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年 3 月期第 3四半期   5,318 △3,723   △305 23,596 

17 年 3 月期第 3四半期   1,198 △1,617 △1,027 22,120 

(参考)17 年 3 月期 4,637 △4,807 △1,090 22,307 

 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 
 
当第 3 四半期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、23,596 百万円となり、前連

結会計年度末より 1,289 百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次
のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ･フロー） 
  営業活動の結果増加した資金は、5,318 百万円となりました。この内訳の主なものは税金等調整前当
期純利益 7,565 百万円、減価償却費 1,851 百万円による増加と、売上債権の増加 2,020 百万円、法人
税等の支払額 2,840 百万円等による減少であります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
  投資活動の結果減少した資金は、3,723 百万円となりました。これは主に、店舗の出店・リニューア
ルなどによる支出 1,755 百万円によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
  財務活動の結果減少した資金は、305 百万円となりました。これは主に、配当金の支払額による減少
1,018 百万円と自己株式の売却などによる増加 676 百万円によるものであります。 
 

 
 

３．平成 18 年 3 月期の業績予想（平成 17 年 4月 1日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日） 
(1)  連結業績予想 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通    期 95,000 9,000 4,700 

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）  220 円 04 銭 
         
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の
業績は経済情勢等様々な不確定要因によりこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 
[業績予想に関する定性的情報等］ 

 
業績につきましては概ね予想どおり推移しており、現時点においては前回発表（平成17年11月1日）

の業績予想に変更はありません。 
  

 
 

以  上 
 



[添付資料]

１．（要約）四半期連結貸借対照表

( 資 産 の 部 ） % % %
Ⅰ  流　動　資　産

現 金 及 び 預 金 14,386 19,169 17,380
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 9,524 10,734 8,713
有 価 証 券 7,733 6,129 4,926
た な 卸 資 産 6,180 7,169 5,663
そ の 他 2,409 1,502 2,395
流 動 資 産 合 計 40,234 51.4 44,705 53.5 39,079 49.2

Ⅱ 　固　定　資　産

 １．有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物 12,403 12,477 12,781
土 地 10,847 10,720 10,916
そ の 他 2,947 2,654 2,835
有 形 固 定 資 産 合 計 26,198 33.5 25,852 30.9 26,533 33.4

 ２．無 形 固 定 資 産 1,280 1.6 1,299 1.6 1,222 1.5

 ３．投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券 1,107 1,977 1,954
長 期 貸 付 金 985 683 659
保 証 金 2,475 2,673 2,526
そ の 他 5,963 6,419 7,439
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 10,531 13.5 11,754 14.0 12,579 15.9
固 定 資 産 合 計 38,010 48.6 38,906 46.5 40,336 50.8
資 産 合 計 78,245 100.0 83,611 100.0 79,416 100.0

( 負 債 の 部 ） % % %
Ⅰ 流　動　負  債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 3,725 4,171 3,049
未 払 金 3,080 3,679 3,985
未 払 法 人 税 等 1,278 1,839 1,914
そ の 他 1,513 1,706 1,509
流 動 負 債 合 計 9,598 12.2 11,397 13.6 10,457 13.2

Ⅱ 固　定　負  債

退 職 給 付 引 当 金 1,120 1,264 1,194
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 1,108 177 1,117
そ の 他 485 397 442
固 定 負 債 合 計 2,714 3.5 1,838 2.2 2,754 3.4
負 債 合 計 12,313 15.7 13,236 15.8 13,212 16.6

( 資 本 の 部 ）

Ⅰ 資  　本  　金 10,795 13.8 10,795 12.9 10,795 13.6
Ⅱ 資  本　剰  余　金 11,706 15.0 11,806 14.1 11,706 14.8
Ⅲ 利  益  剰  余  金 50,897 65.1 54,650 65.4 51,172 64.4
Ⅳ その他有価証券評価差額金 22 0.0 43 0.1 26 0.0
Ⅴ 為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 4 △ 0.0 △ 4 △ 0.0 △ 4 △ 0.0
Ⅵ 自  己  株  式 △ 7,484 △ 9.6 △ 6,915 △ 8.3 △ 7,492 △ 9.4

資 本 合 計 65,931 84.3 70,375 84.2 66,203 83.4
負 債 ・ 資 本 合 計 78,245 100.0 83,611 100.0 79,416 100.0

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てております。

構成比金   額 構成比 金   額 構成比

（平成17年3月期
第3四半期末）

（平成18年3月期
第3四半期末）

（単位：百万円）

科        目

前年同四半期 当四半期 (参考）
平成17年3月期末

金   額
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２．（要約）四半期連結損益計算書

百分比

% %

66,251 100.0 72,050 100.0 87,937

22,643 34.2 24,811 34.4 30,031

43,607 65.8 47,238 65.6 57,905

39,824 60.1 39,658 55.1 52,476

3,783 5.7 7,580 10.5 5,428

546 0.8 652 0.9 770

受取利息及び配当金 34 43 56

その他営業外収益 512 609 713

350 0.5 217 0.3 709

たな卸資産廃棄損 328 161 681

その他営業外費用 21 55 27

3,979 6.0 8,015 11.1 5,490

57 0.1 3 0.0 57

505 0.8 453 0.6 1,181

減損損失 － 237 －

固定資産処分損 204 83 335

役員退職慰労金 18 71 39

その他特別損失 282 61 806

3,531 5.3 7,565 10.5 4,366

2,096 3.2 3,058 4.2 2,657

1,434 2.1 4,507 6.3 1,709

(注）記載金額は百万円未満を切り捨てております。

 (平成18年3月期
第3四半期 ）

　　(単位：百万円）

科      目

前年同四半期 当四半期 （参考）

平成17年3月期

百分比

 (平成17年3月期
第3四半期 ）

%

売 上 高 100.0

金　額 金　額百分比 金　額

売 上 原 価 34.2

売 上 総 利 益 65.8

販売費及び一般管理費 59.7

営 業 利 益 6.2

営 業 外 収 益 0.9

営 業 外 費 用 0.8

経 常 利 益 6.2

特 別 利 益 0.1

特 別 損 失 1.3

税金等調整前当期純利益 5.0

3.1

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 1.9

税 金 費 用
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位:百万円)

前年同四半期 当四半期 (参考）
（平成17年3月期 （平成18年3月期 平成17年3月期

　第3四半期） 　第3四半期）
金  額 金  額 金  額

税金等調整前当期純利益 3,531 7,565 4,366

減価償却費 1,815 1,851 2,464

減損損失 － 237 －

賞与引当金の増減額（減少：△） △289 △168 17

退職給付引当金の増減額（減少：△） △75 69 △1

受取利息及び配当金 △34 △43 △56

投資有価証券売却益 △57 － △57

有形固定資産処分損 121 36 613

売上債権の増減額（増加：△） △1,710 △2,020 △899

たな卸資産の増減額（増加：△） △708 △1,505 △191

その他の流動資産の増減額（増加：△） △218 959 △338

仕入債務の増減額（減少：△） 553 1,122 △122

その他の流動負債の増減額(減少：△) △859 132 △342

その他 △67 △1,190 △66

小  計 2,000 7,046 5,384

利息及び配当金の受取額 39 43 57

法人税等の支払額 △1,520 △2,840 △1,510

その他 679 1,069 705

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,198 5,318 4,637

有価証券の取得による支出 － △1,702 －

有形固定資産の取得による支出 △1,115 △1,248 △1,703

無形固定資産の取得による支出 △163 △506 △238

投資有価証券の取得による支出 － △800 △840

投資有価証券の売却による収入 115 800 115

その他の投資の取得による支出 △542 △277 △441

その他 88 11 △1,700

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,617 △3,723 △4,807

自己株式の取得・売却による純支出 △18 676 △26

配当金の支払額 △1,008 △1,018 △1,063

少数株主からの増資引受による収入 － 36 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,027 △305 △1,090

5 － 5

△1,441 1,289 △1,253

23,561 22,307 23,561

22,120 23,596 22,307

(注）記載金額は百万円未満を切り捨てております。

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高

項      目

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額(差益：△)
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(減少：△)
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 ５
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４．セ グ メ ン ト 情 報 

 
 
事業の種類別セグメント情報 
前年同四半期（16．4．1～16．12．31）                                         （単位：百万円） 

 化 粧 品    
関連事業

栄養補助食品 
関連事業 

その他事業 計 
消    去 
又は全社 

連   結

 売 上 高               

(1) 外部顧客に対する売上高 28,028 23,157 15,064 66,251 － 66,251

(2) セグメント間の内部 
売 上 高 又 は 振 替 高 － － － － － －

計 28,028 23,157 15,064 66,251 － 66,251

 営 業 費 用         24,403 19,887 16,608 60,899 1,567 62,467

 営業利益又は営業損失(△) 3,625 3,269 △1,544 5,351 (1,567) 3,783

 

当四半期（17．4．1～17．12．31）                                            （単位：百万円） 

 化 粧 品    
関連事業

栄養補助食品 

関連事業 
その他事業 計 

消    去 
又は全社 

連   結

 売 上 高               

(1) 外部顧客に対する売上高 31,029 25,478 15,541 72,050 － 72,050

(2) セグメント間の内部 
売 上 高 又 は 振 替 高 － － － － － －

計 31,029 25,478 15,541 72,050 － 72,050

 営 業 費 用         26,438 21,148 15,618 63,205 1,264 64,469

 営業利益又は営業損失(△) 4,590 4,330 △76 8,845 (1,264) 7,580
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◆ セグメント別の状況 

１）化粧品関連事業 

  ファンケル化粧品は、基礎化粧品の活性化を図るため機能性を重視した製品開発を行い、８月に「洗

顔パウダー」をリニューアルし、12 月に独自のアンチエイジング成分を配合した美容液「ビューティ

コンセントレート」を発売しました。アテニア化粧品は、10 月にミクロコラーゲンに着目した美容液

「リフト リンクル セラム」を発売しました。 

売 上 高 

  化粧品関連事業の売上高は、31,029 百万円（前年同期比 10.7％増）となりました。 

平成 17 年３月期 

第３四半期 

平成 18 年３月期 

第３四半期 

   

金  額 構成比 金  額 構成比 

伸び率 

ファンケル化粧品 20,946 百万円 74.7％ 23,482 百万円 75.7％ 12.1％

アテニア化粧品 6,901 百万円 24.6％ 7,279 百万円 23.4％ 5.5％

そ の 他 180 百万円 0.7％ 267 百万円 0.9％ 48.9％

合  計 28,028 百万円 100.0％ 31,029 百万円 100.0％ 10.7％

 

平成 17 年３月期 

第３四半期 

平成 18 年３月期 

第３四半期 

 

金  額 構成比 金  額 構成比 

伸び率 

通 信 販 売 17,417 百万円 62.1％ 18,292 百万円 58.9％ 5.0％

店 舗 販 売 8,565 百万円 30.6％ 10,142 百万円 32.7％ 18.4％

そ の 他 2,045 百万円 7.3％ 2,594 百万円 8.4％ 26.9％

合  計 28,028 百万円 100.0％ 31,029 百万円 100.0％ 10.7％

      通信販売は、18,292 百万円（前年同期比 5.0％増）となりました。 

ファンケル化粧品は、「フェナティ」や「マイルドクレンジングオイル」、「洗顔パウダー」

など、前期から今期にかけてリニューアルを行った製品の売上が好調で、売上高は 11,602 百万円

（前年同期比 5.4％増）となりました。顧客数も増加傾向が続いており、12 月末現在で、ファン

ケル化粧品としては過去最高の売上となった平成 12 年 3 月期の水準まで回復しました。 

アテニア化粧品は、新製品効果と効果的な販売促進活動により、売上高は 6,685 百万円（前年

同期比 4.3％増）となりました。 

  店舗販売は、既存店が引続き好調に推移し、出店効果もあって、売上高は 10,142 百万円（前年

同期比 18.4％増）となりました。 

      その他の販売チャネルは、海外向け、コンビニエンスストア向け販売がともに堅調に推移した

ことにより、2,594 百万円（前年同期比 26.9％増）となりました。 

営業損益 

損益面では、広告宣伝費は増加しましたが、それを上回る増収効果があったことにより、営業利

益は 4,590 百万円（前年同期比 26.6％増）、営業利益率は前年同期に比べ 1.9 ポイント上昇し 14.8％

となりました。 

 

 

２）栄養補助食品関連事業 

栄養補助食品関連事業では、４月に独自成分を配合した「ＨＴＣコラーゲン」、12 月に独自のアン

チエイジング成分を配合した「ブライトエイジＥＸ」などを発売し、美容補助食品の強化を図りまし

た。また注目の成分「α-リポ酸」を６月に新発売しました。 
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売 上 高 

栄養補助食品関連事業の売上高は、25,478 百万円（前年同期比 10.0％増）となりました。 

平成 17 年３月期 

第３四半期 

平成 18 年３月期 

第３四半期 

 

金  額 構成比 金  額 構成比 

伸び率 

通 信 販 売 12,364 百万円 53.4％ 13,015 百万円 51.1％ 5.3％

店 舗 販 売 5,309 百万円 22.9％ 6,328 百万円 24.8％ 19.2％

そ の 他 5,483 百万円 23.7％ 6,134 百万円 24.1％ 11.9％

合  計 23,157 百万円 100.0％ 25,478 百万円 100.0％ 10.0％

通信販売は、「コエンザイムＱ10」が好調に推移したことに加え、「α-リポ酸」や「ＨＴＣコ

ラーゲン」などの新製品効果により、売上高は 13,015 百万円（前年同期比 5.3％増）となりまし

た。 

店舗販売は、栄養補助食品の売上構成比の高いファンケルハウスＪの出店や業態変更を推進し

たことに加え、既存店の売上も好調に推移した結果、売上高は 6,328 百万円（前年同期比 19.2％

増）となりました。 

その他の販売チャネルでは、取引先数が拡大したことにより、6,134 百万円（前年同期比 11.9％

増）となりました。 

 

営業損益 

損益面では、一部製品の原材料価格が上昇したことにより売上総利益率は低下しましたが、広告

宣伝費等費用面での効率化を図ったことにより、営業利益は 4,330 百万円（前年同期比 32.4％増）、

営業利益率は 2.9 ポイント上昇し 17.0％となりました。 

 

 

３）その他事業 

売 上 高 

その他事業の売上高は、15,541 百万円（前年同期比 3.2％増）となりました。 

平成 17 年３月期 

第３四半期 

平成 18 年３月期 

第３四半期 

 

金  額 金  額 

伸び率 

発 芽 玄 米 事 業 3,945 百万円 3,388 百万円 △14.1％

青 汁 事 業 2,613 百万円 2,996 百万円 14.7％

いいもの王国通販事業 5,447 百万円 6,280 百万円 15.3％

そ の 他 の 事 業 3,057 百万円 2,875 百万円 △ 5.9％

合  計 15,064 百万円 15,541 百万円 3.2％

発芽玄米事業は、10 月にヌカの部分を半分削って白米のように仕立てた「おいしい発芽米 ふっ

くら白米仕立て」を発売しましたが、通信販売・卸販売ともに売上高は前年同期を下回りました。 

青汁事業は、７月に冷凍タイプの高付加価値製品「スーパー青汁 ツイントース配合」を発売し

ました。ツイントース配合の粉末タイプの売上が好調で、売上高は前年同期を上回りました。 

いいもの王国通販事業は、ウォーキングシューズや季節商品が好調で、売上高は前年同期を上回

りました。 

その他の事業は、雑貨の売上高が減少したことなどにより、売上高は前年同期を下回りました。 
 

営業損益 

損益面では、青汁事業及びいいもの王国通販事業が黒字転換したことにより、営業損失は前年同

期に比べ 1,467 百万円縮小し、76 百万円となりました。 
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【ご参考：業態別店舗数】 

 平成 17 年 12 月末 前期末比 

ファンケルハウス 109 △ 1

ファンケルハウス J 60 ＋23

元気ステーション 9 －

アテニアショップ 10 ＋ 1

その他 3 －

合  計 191 ＋23

 



（ファンケル単独）
《 ご 参 考 》

(要約) 四半期個別貸借対照表

( 資 産 の 部 ） % % %
Ⅰ 流　動　資　産

現 金 及 び 預 金 6,041 9,480 8,250
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 7,884 8,829 7,107
有 価 証 券 7,733 6,129 4,926
た な 卸 資 産 3,585 2,925 3,047
そ の 他 2,878 1,904 2,928
流 動 資 産 合 計 28,124 43.1 29,269 42.6 26,260 39.9

Ⅱ 固　定　資　産

  １．有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物 9,143 6,381 8,847
土 地 8,048 7,260 8,048
そ の 他 1,939 951 2,090
有 形 固 定 資 産 合 計 19,131 29.3 14,592 21.2 18,986 28.8

  ２．無 形 固 定 資 産 686 1.1 1,016 1.5 708 1.1
  ３．投資その他の資産

投 資 有 価 証 券 208 1,078 1,041
長 期 貸 付 金 6,831 6,876 6,858
保 証 金 2,188 2,393 2,242
そ の 他 8,042 13,462 9,749
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 17,271 26.5 23,811 34.7 19,891 30.2
固 定 資 産 合 計 37,089 56.9 39,420 57.4 39,586 60.1
資 産 合 計 65,213 100.0 68,690 100.0 65,847 100.0

( 負 債 の 部 ） % % %
Ⅰ 流　動　負  債

買 掛 金 2,483 3,305 2,010
未 払 金 2,734 2,678 2,895
未 払 法 人 税 等 712 1,100 1,217
そ の 他 1,146 1,400 1,012
流 動 負 債 合 計 7,076 10.9 8,485 12.4 7,136 10.8

Ⅱ 固　定　負  債

退 職 給 付 引 当 金 875 805 899
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 1,108 177 1,117
そ の 他 79 90 60
固 定 負 債 合 計 2,063 3.2 1,073 1.5 2,078 3.2
負 債 合 計 9,139 14.0 9,558 13.9 9,214 14.0

( 資 本 の 部 ）
Ⅰ 資  　本  　金 10,795 16.6 10,795 15.7 10,795 16.4
Ⅱ 資　本　剰  余　金 11,706 18.0 11,806 17.2 11,706 17.8
Ⅲ 利　益　剰  余　金 41,035 62.9 43,401 63.2 41,597 63.2
Ⅳ その他有価証券評価差額金 21 0.0 43 0.1 26 0.0
Ⅴ 自  己  株  式 △ 7,484 △ 11.5 △ 6,915 △ 10.1 △ 7,492 △ 11.4

資 本 合 計 56,073 86.0 59,131 86.1 56,633 86.0
負 債 ・ 資 本 合 計 65,213 100.0 68,690 100.0 65,847 100.0

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てております。

(参考）
平成17年3月期末

（単位：百万円）

科        目

前年同四半期 当四半期

金   額 構成比

（平成17年3月期
第3四半期末）

（平成18年3月期
第3四半期末）

金   額 構成比金   額 構成比
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(要約）四半期個別損益計算書

% % %

52,021 100.0 56,525 100.0 69,170 100.0

18,226 35.0 20,748 36.7 24,176 35.0

33,794 65.0 35,776 63.3 44,994 65.0

31,824 61.2 31,393 55.5 41,856 60.5

1,970 3.8 4,383 7.8 3,138 4.5

1,000 1.9 1,061 1.9 1,394 2.0

受取利息及び配当金 200 144 236

その他営業外収益 799 917 1,157

320 0.6 187 0.3 625 0.9

たな卸資産廃棄損 299 140 599

その他営業外費用 21 46 25

2,649 5.1 5,257 9.3 3,907 5.6

－ － 2 0.0 － －

409 0.8 450 0.8 679 1.0

2,240 4.3 4,809 8.5 3,227 4.7

942 1.8 1,939 3.4 1,367 1.9

1,297 2.5 2,869 5.1 1,860 2.7

(注）記載金額は百万円未満を切り捨てております。

税 引 前 当 期 純 利 益

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 費 用

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

売 上 高

売 上 原 価

金　額 百分比

（平成17年3月期
第3四半期）

（平成18年3月期
第3四半期）

金　額 百分比金　額 百分比

(単位：百万円）

科      目

前年同四半期 当四半期 （参考）

平成17年3月期
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